
ゲル化剤(高吸水性樹脂)利用による水損防止の研究(第 2報)

Elimination of Water Damages by Super Absorbents (Series2) 
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Studies were carried out to see the efficiency of Super Absorbents against water damages by 

changing both the way of spraying and quantity of them. In addition. we experimented about slipping 

caused by gel目

As a result of these， we conc1uded that Super Absorbents were useful for the elimination of water 

darnages by scatlering them at as early stage of building fires as possible 

1 . はじめに

消火水による摂笹 (以下「水損」という。)の軽

減については，従来から種々の試みがなされてき

たが，情報化社会の進展に判いコンビュータ一等

の電子機器に及ぼす影響を考えると以前にも増し

て水損の解決が望まれている。現在，多方面に使

用されている高吸水性樹脂(以下「ゲル化剤」と

いう。)は最大で自重の約1000倍という高い吸水能

力を有している。本研究はゲル化剤を水損防止対

策に応用する可能性について散布虫及び散布法に

よる漏水防止効果，並びにゲ/レによる“すべり"

について実験を行ったものである。

2.実

(1) 漏水防止効果確認実験

ア実験目的

ゲル化剤を直接散布する「直接散布方式」

験

について防水効果を確認するため。

イ 実験方法

図 lに示すとおりコンクリー卜水槽(底面

の厚さ 15cm，側面の厚さ 10cm，床面積0.25m')

を用い漏水:hlを測定した。(水位10cm(約25

e ) 1 
ゲlレ化剤の散布については次の 3つω方法

で行った。

(ア) 散布法 l… 注水する前にゲル化剤を散

布する方法
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図 l 実験用水槽

付) 散布法 2・ j主水後にゲ lレ化剤を散布す

る万法

(ウ) 散布法 3 事前に水とゲ lレ化剤を混合

してから水糟に入れる方法

また，散布量は水iil(約25e )に対して

(ア) O. 1 wt % ( 25 g ) 

(A) O. 2wt % ( 50 g ) 

(ウ) O. 3wt % ( 75 g ) 

(エ) 0.4wt % (lOOg) 

の4段階にした。

ウ 実験結果と考察

直接散布方式による測定結果は表 1Iと示す

とおりである。表にある漏水防止効果とはゲ

Jレ化剤を散布しない場合の漏水主jーを基準にし

( 24 ) 
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表 l 漏水防止効果
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て，ゲ、ル化剤を散布すると mJ，~ ) I ; が何分の l

になるかを表わしている。

散布法 lはゲル化斉1]の散布irtに慨ね比例し

て漏水防JI-効果が大き くなる。

散布法 2はゲル化剤を地盤しでも潟水防止

効栄は停滞 している o これは図 2のように水

桝|付は散布直後，水の間とゲルの回lこ分かれ，

全体がゲル層になるまで 3分程度の時間を要

しこの聞に漏水が続き漏水防止効果を減少さ

せる。従って散布法 2で漏水防止効果を向上

させるためには，散布直後の椀枠が必要とな

る。

1 
1 

1

ゲレ | 
散布LU後 3分経過

図 2 散布法 2によるゲル層の推移

散布法 3は0，2wt % (7.I<1u:500分の1)の散布

Iで漏水11がOになる。これは水道水に対して

吸水倍率が900倍科月まあるグル化剤にこれを

下まわ る500倍の水道水を散布したのである

から，潟水iJ:0は予想出来るものである。散

布法3は理想的なゲル化剤の使用法といえる。

(2) 静止摩擦係数測定実験

ア 実験目的

ゲルが路上等に付着すると乾燥時にくらべ

てすべり易くなる現象を把握するため。

イ 実験方法

写1¥1に示すように新品の消防隊員長靴に

15 5kgの荷量を加え，床の表面材として，

(ア) コンクリート平板

( 25) 

(イ) 消付コンクリー卜板

(ウ) 塗料仕上げの木材(南洋系)

(ヰ合板

(オ) トタン仮

(カ) 1.5四厚の鉄板

の 6種類を選び，また表面の状態として，

(ア) 乾燥している場合

(イ) 水にぬれている場合

(ウ) ゲルが付朽ーしている場合

のH長類について長靴の滑り落ちの角度を測

定した。

写真 l 静止摩擦係数の測定状況

ウ 実験結果と考察

静止摩僚係数の調IJ定結実は表 2に示すとお

りである。一般的傾向として乾燥状態→水に

ぬれている状態→ゲルが付着している状態の

に瀞止節祭係数が減少しており.すべり易

くなる こと が明らかになった。特に トタ ン板，

J ンクリート板の場合は静止摩察係数が約 2

分の lになった。例外として木材の似つは乾

燥状態とゲルが付着した状態における静止匡葬

祭係数の値がほぼ同ーとなった。これはこの

木材が南洋系の硬材(ラワン)であり，表面

にカンナ仕上げのうえ，塗料が塗ってあ った

ことによるものと思われる。



表 2 静止摩燦係数

、:'"材(7ワン} 合t!i(ベニヤ) 鉄板 (1.5圃厚)

ifTiHIIR1係1宜数) 倍準 HE(H角E度係)数 f持軍 自E{H角S度係)数 倍率

能検状態 0.4663 1.00 1. 000 1.00 0.8847 1.00 
(25') (45') (4J.5') 

状水働にぬれた 06128 1.31 1.000 1. 00 0.8847 1.00 
(31.5") (45') (41.5') 

ゲルが惣11"rt 0.4M77 1.04 0.8847 0.88 0.6745 0.76 
した状 (26') (4J .5") (34") 

て:トタン板 コン7リー ト平底 r.付コンクリート叡

』事(僚角度係数) 倍率 R官(僚角度係数) 倍率 E宮(崎角度師数) 倍率

事E偽状態 0.7954 1.00 0.6618 1.00 〉 1E比000 
(38.5') (33.55') (4n.u1 

状水態にぬれた 0.7265 0.91 0.6128 0.93 
(〉4S1L刈ω;) (36') (31. 5') 

ゲノレが付暗 ~"'i 0(2432'4) 4053 0.3378 0.51 0.6334.9) 4 
L t:jJ (18.5') (3 

11 ) ゲル調l聖 '~ 0.4wt%

3，実験のまとめ

(l) 注水前にゲル化剤を散布する方法(散布法 1) 

は散布量に比例して漏水防止効果が期待出来る。

注水後にゲル化剤を散布する方法(散布法 2) 

は散布1置を婚やしても潟水防止効果に顕著な向

上は見られない。

事前にゲル化剤と水を混合する方法(散布法

¥ 26 ~ 

3 )は注水量の0，2%(1/500)の散布illで顕

著な漏水防止効果が期待出来る。

(2) 静止摩察係数は，グルにより減少し.すべり

易くなることが明らかになった。特にトタ ン板.

コンクリー卜は乾燥時の約 2分の lとなりすべ

り易くなる。

4，運用上の留意点

今回の実験から直接散布方式によってゲル化剤

を運用する場合には次の点に留意する必要があ

るもωと思われる。

(l) 漏水防止効果を図るためには，注水後の出来

るだけ早い時期に散布するか，注水以前に散布

する必要がある。

(2) ゲル化剤の散布によってすべり易くなるので

散布後の消防活動における転例防止に十分注意

する必要がある。

5，おわりに

新素材革命の主役である応分子化合物に関する

業界の研究は日進片歩である。 j寄吸水性樹脂に

ついても他の材料と後合させ，用途の特殊性に

応じた素材を造ろうというのが，産業界の盗勢

とうかがわれる。近い将来，より優れた性質を

備えたゲル化剤が登場してくる可能性も大いに

ある。今後の技術の進展に注目し，これらの消

防業務への活用について引続き検討していく。
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